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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
の日米首脳会談に目立った不安材料がなかったこ
とから週初は主力株を中心に買い安心感が広がり
ました。週央以降は、米株式市場や外国為替市場
の動向を受けて一進一退の展開となりました。週
末は円高の進行により輸出関連株を中心に売られ、
一時19,100円台後半と今週の取引時間中の安値を
付けました。（週末引け値：19,234.62円）

 週間では、日経平均株価は0.74％の下落、東証株
価指数は0.13％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年2月13日～2月17日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、ほぼ横ば
いでの推移となりました。週初は、日経平均株価の
上昇等で投資家のリスク選好姿勢が強まり、債券の
重荷となりました。イエレン米連邦準備制度理事会
（ＦＲＢ）議長の議会証言を控えて様子見ムードで
あったことや、米長期金利の動向を受けて週末まで
一進一退の展開となりました。（週末引け値：
0.094％）

 週間では、10年国債金利は0.002％の上昇となりま
した。

（審査確認番号H28-TB315）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、連日で史上最
高値を更新しました。週初は、堅調な欧州やアジア
の株式市場の動きを引き継いで米国株式も上昇しま
した。14日（火）のイエレンＦＲＢ議長の議会証言
や堅調な米経済指標を受けて、週末まで7日連続上昇
となりました。（週末引け値：20,624.05ドル）

 週間ではNYダウは1.75％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末の日米首脳会談で
トランプ米大統領による円安けん制発言がなかった
ことなどを背景に円売り優勢でスタートしました。
イエレンＦＲＢ議長が、14日（火）に早期の利上
げに前向きな姿勢を示したことから日米金利差が拡
大し、15日（水）は一時約2週間ぶりの円安水準を
付けました。週末は、米国の3連休を前に持ち高を
調整目的の円買いが先行し、前日比で上昇となりま
した。（週末引け値：112円80銭～90銭）

 週間では米ドル/円は0.34％の円高、ユーロ/円は
0.56％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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